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(57)【要約】
　【課題】
　【解決手段】
　本発明は、機能性化合物を備える溶解用マトリックスならびに、当該マトリックスの生
成方法および使用方法に関する。また、本発明は機能性化合物を備える製品の生成方法お
よび使用に関する。マトリックスは、少なくともひとつの機能性化合物と、機能性化合物
を溶解する少なくともひとつの溶剤と、少なくともひとつの膜形成剤とを備え、機能性化
合物を溶解する前記溶剤は、膜形成剤をマトリックスに均質化させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機能性化合物を備えるマトリックスであって、前記マトリックスは、少なくともひとつ
の機能性化合物と、前記機能性化合物を溶解する少なくともひとつの溶剤と、少なくとも
ひとつの膜形成剤とを備え、前記機能性化合物を溶解する前記溶剤は、前記膜形成剤を前
記マトリックスに均質化させることを特徴とするマトリックス。
【請求項２】
　前記膜形成剤はエチルセルロースであることを特徴とする請求項１に記載のマトリック
ス。
【請求項３】
　前記溶剤はアルコールであることを特徴とする請求項１または２に記載のマトリックス
。
【請求項４】
　前記溶剤はエタノールであることを特徴とする請求項３に記載のマトリックス。
【請求項５】
　少なくともひとつの香気が機能性化合物として前記マトリックスに備えられていること
を特徴とする請求項１～４のうちいずれか一項に記載のマトリックス。
【請求項６】
　少なくともひとつの脱臭剤、忌避剤、誘引剤、殺虫殺鼠剤、風味付与剤、または風味除
去剤が機能性化合物として前記マトリックスに備えられていることを特徴とする請求項１
～５のうちいずれか一項に記載のマトリックス。
【請求項７】
　少なくともひとつの印刷剤が前記マトリックスに備えられていることを特徴とする請求
項１～６のうちいずれか一項に記載のマトリックス。
【請求項８】
　前記少なくともひとつの印刷剤は、溶剤ワニス、保護ワニス、無色ワニス、透明ワニス
、不透明ワニス、有色ワニス、印刷ワニス、紙ワニス、繊維ワニス、オフセットワニス、
分散型ワニス、紫外線ワニスを含む群のうちいずれかのワニスであることを特徴とする請
求項７に記載のマトリックス。
【請求項９】
　前記少なくともひとつの印刷剤は、印刷用インクまたは接着剤であることを特徴とする
請求項７に記載のマトリックス。
【請求項１０】
　前記少なくともひとつの印刷剤は、溶剤型、水性、および／または樹脂系のデジタル印
刷用インクであることを特徴とする請求項７に記載のマトリックス。
【請求項１１】
　スプレーガスやミストキャリアなど、少なくともひとつのキャリアが前記マトリックス
に備えられていることを特徴とする請求項１～１０のうちいずれか一項に記載のマトリッ
クス。
【請求項１２】
　前記マトリックスは少なくともひとつの粘度調節剤を備えることを特徴とする請求項１
～１１のうちいずれか一項に記載のマトリックス。
【請求項１３】
　前記粘度調節剤は珪酸塩化合物であることを特徴とする請求項１２に記載のマトリック
ス。
【請求項１４】
　マトリックスにおける前記膜形成剤の量は２％未満、好ましくは１％未満であることを
特徴とする請求項１～１３のうちいずれか一項に記載のマトリックス。
【請求項１５】
　機能性化合物を備えるマトリックスを生成する方法であって、前記マトリックスに、少
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なくともひとつの機能性化合物と、前記機能性化合物を溶解する少なくともひとつの溶剤
と、少なくともひとつの膜形成剤とを備え、前記機能性化合物を溶解する前記溶剤は、前
記膜形成剤を前記マトリックスに均質化させることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記膜形成剤はエチルセルロースであることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記溶剤はアルコールであることを特徴とする請求項１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記溶剤はエタノールであることを特徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　少なくともひとつの香気を機能性化合物として前記マトリックスに備えることを特徴と
する請求項１５～１８のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　少なくともひとつの脱臭剤、忌避剤、誘引剤、殺虫殺鼠剤、風味付与剤、または風味除
去剤を機能性化合物として前記マトリックスに備えることを特徴とする請求項１５～１９
のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　少なくともひとつの印刷剤を前記マトリックスに備えることを特徴とする請求項５～２
０のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記少なくともひとつの印刷剤は、溶剤ワニス、保護ワニス、無色ワニス、透明ワニス
、不透明ワニス、有色ワニス、印刷ワニス、紙ワニス、繊維ワニス、オフセットワニス、
分散型ワニス、紫外線ワニスを含む群のうちいずれかのワニスであることを特徴とする請
求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記少なくともひとつの印刷剤は、印刷用インクまたは接着剤であることを特徴とする
請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記少なくともひとつの印刷剤は、溶剤型、水性、および／または樹脂系のデジタル印
刷用インクであることを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
　スプレーガスやミストキャリアなど、少なくともひとつのキャリアを前記マトリックス
に備えることを特徴とする請求項１５～２４のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　少なくともひとつの粘度調整剤を前記マトリックスに備えることを特徴とする請求項１
５～２５のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記粘度調整剤は珪酸塩化合物であることを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　マトリックスにおける前記膜形成剤の量は２％未満、好ましくは１％未満であることを
特徴とする請求項１５～２７のうちいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　機能性化合物を備える製品の製造方法であって、少なくとも
前記製品に、請求項１～１４のいずれか一項に記載のマトリックスを印刷する、またはそ
の他の方法で添加するステップと、
　前記製品における前記マトリックスから前記溶剤を気化するステップとを備える方法。
【請求項３０】
　オフセット技術、スクリーン印刷、フレキソ印刷技術、インクジェット／デジタル印刷
技術、タンポ印刷技術、グラビア印刷、凸版印刷、輪転印刷、スプレー法、ミスト法を含
む群から選択される方法により、前記マトリックスを前記製品に印刷する、またはその他
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の方法で添加することを特徴とする請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　機能性化合物を備える製品であって、
　前記製品に、請求項１～１４のいずれか一項に記載のマトリックスが印刷され、または
その他の方法で添加され、
　前記製品における前記マトリックスから前記溶剤が気化することを特徴とする製品。
【請求項３２】
　オフセット技術、スクリーン印刷、フレキソ印刷技術、インクジェット／デジタル印刷
技術、タンポ印刷技術、グラビア印刷、凸版印刷、輪転印刷、スプレー法、ミスト法、デ
ィッピング法を含む群から選択される方法により、前記マトリックスを前記製品に印刷す
る、またはその他の方法で添加することを特徴とする請求項３１に記載の製品。
【請求項３３】
　前記機能性化合物の拡散速度を低下させるために、前記製品は浸透性膜を有することを
特徴とする請求項３１または３２に記載の製品。
【請求項３４】
　前記製品の基材は、細片、ボール紙、シリンダー、パッケージ、保護膜、容器、調味料
用基材など、食品等級を有するもしくは食品用の基材、または食品であることを特徴とす
る請求項３１～３３のいずれか一項に記載の製品。
【請求項３５】
　前記製品の基材は、使用時に溶解可能または懸濁可能または分解可能であることを特徴
とする請求項３１～３４のいずれか一項に記載の製品。
【請求項３６】
　プラスチック膜またはパラフィン膜などの別の保護材を前記製品に備えることで、前記
機能性化合物の放出をさらに調節することを特徴とする請求項３１～３５のいずれか一項
に記載の製品。
【請求項３７】
　前記製品は食品用であることを特徴とする請求項３１～３６のいずれか一項に記載の製
品。
【請求項３８】
　プラスチック膜またはパラフィン膜などの別の保護材を前記製品に備えることで、前記
機能性化合物の放出をさらに調節することを特徴とする請求項３１～３７のいずれか一項
に記載の製品。
【請求項３９】
　香気性製品としての、請求項３１～３８のいずれか一項に記載の製品の使用。
【請求項４０】
　臭気調節剤／除去剤、脱臭剤、忌避剤、誘引剤および／または殺虫殺鼠剤、風味付与剤
および／または風味除去剤としての、請求項３１～３９のいずれか一項に記載の製品の使
用。
【請求項４１】
　機能性化合物の気化を防止および調節するための、請求項１～１４のいずれか一項に記
載のマトリックスの使用。
 

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機能性化合物を備えるマトリックスならびに、当該マトリックスの生成方法
および使用方法に関する。また、本発明は機能性化合物を備える製品の生成方法およびそ
の使用に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来より、香気は、例えば、基材に直接添加する方法または香気性化合物を印刷製品に
スプレーする方法により、製品に付加されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　既知の技術には、香気性化合物を添加するには多くの時間と労力を要するうえコストが
かかるという問題や印刷製品に対して十分な量の香気性化合物を添加することができない
という問題がある。
　着臭剤をカプセルに入れて摩擦または研磨することにより香気をもたらすこともできる
。この方法もまた多くの時間と労力を要し、技術的に複雑である。また、香気性化合物を
印刷用インク、ワニス、および／または接着剤に含めて製品に付加する方法も知られてい
る。この方法では、香気の制御放出を可能にするために、製品を活性化させる必要性、ま
たは別の保護膜を設ける／除去する必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　機能性化合物を備えるマトリックスであって、前記マトリックスは、少なくともひとつ
の機能性化合物と、前記機能性化合物を溶解する少なくともひとつの溶剤と、少なくとも
ひとつの膜形成剤とを備え、前記機能性化合物を溶解する前記溶剤は、前記膜形成剤を前
記マトリックスに均質化させることを特徴とする。
【０００５】
　機能性化合物を備えるマトリックスを生成する方法であって、前記マトリックスに、少
なくともひとつの機能性化合物と、前記機能性化合物を溶解する少なくともひとつの溶剤
と、少なくともひとつの膜形成剤とを備え、前記機能性化合物を溶解する前記溶剤は、前
記膜形成剤を前記マトリックスに均質化させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
このようなマトリックスは非常に多様な化合物と混合可能である。マトリックスで形成さ
れた膜の厚みや特性を変更することにより、機能性化合物の放出を制御および調整するこ
とができる。本発明の一目的に従って、膜の厚みおよび特性を変更することにより臭気の
性質を微調整することができる。このマトリックス／製品は、別の活性化を行わずとも所
望の期間利用可能である。したがって、非常に広く実質的な適用性および実施可能性があ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　発明の概要
　機能性化合物を備えるマトリックスを発明した。当該マトリックスは機能性化合物を添
加および放出するために、技術的に特に有益である。また、本発明は当該マトリックスの
生成方法およびその使用ならびに、機能性化合物を備える製品の生成方法および使用方法
に関する。上記目的を達成するために、本発明は独立請求項に記載された特徴を有する。
その他の請求項は、本発明のより好ましい実施の形態を開示する。
　本発明の一目的に従って、マトリックスは、少なくともひとつの機能性化合物と、前記
機能性化合物を溶解する少なくともひとつの溶剤と、少なくともひとつの膜形成剤とを備
え、機能性化合物を溶解する前記溶剤は、膜形成剤をマトリックスに均質化させる。
【０００８】
　当該マトリックスは、機能性化合物を添加するおよび放出するための技術的に特に有益
な手段である。本発明に係るマトリックスは、香気などの機能性化合物を溶解することお
よび添加することを可能にし、また、異なる基体および製品からの機能性化合物の放出を
膜を利用して制御できる。溶剤において均質になるように機能性化合物を溶解する。よっ
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て、得られた溶液は機能性化合物の全ての特性、例えばファーストノート、ハートノート
およびベースノート、を備える。これにより、既知技術と比較して本質的な利点をもたら
す。この溶液に膜形成剤を加えてマトリックスを均質にする。このマトリックスの使用は
、機能性化合物の添加および放出のために特に有益である。このようなマトリックスは非
常に多様な化合物と混合可能である。マトリックスで形成された膜の厚みや特性を変更す
ることにより、機能性化合物の放出を制御および調整することができる。本発明の一目的
に従って、膜の厚みおよび特性を変更することにより臭気の性質を微調整することができ
る。このマトリックス／製品は、別の活性化を行わずとも所望の期間利用可能である。し
たがって、非常に広く実質的な適用性および実施可能性がある。
【０００９】
　マトリックスは、それ自体で、機能性化合物を添加するために使用可能である。または
、印刷することによりまたはその他の方法で添加することにより製品を製造するために使
用可能である。機能性化合物の拡散速度を低下させるために、および膜無し製品と比較し
てより長期間機能性化合物を放出させるために、乾性マトリックスおよび／または製品に
浸透性膜を備えることが好ましい。このマトリックス／製品は、好ましくは、香気性製品
、臭気調節剤／除去剤、忌避剤、誘引剤および／または殺虫殺鼠剤、風味付与剤、または
風味除去剤として使用可能である。マトリックスは単独でも、機能性化合物の放出を防止
または調整するために使用可能である。また、機能性化合物の放出をさらに調節するため
に、例えばプラスチック膜またはパラフィン膜を製品に備えることもできる。
【００１０】
　本発明の一目的に従って、マトリックスにおける膜形成剤の量は、２％未満など、５％
未満であり、好ましくは１％未満である。これにより、機能性化合物を添加するために好
適な特性になる。または、印刷することによりまたはその他の方法で添加することにより
製品を製造するために使用可能になる。
【００１１】
　本発明の一目的に従って、膜形成剤はエチルセルロースである。エチルセルロースは、
安定性および恒久性を有する膜を形成し、その膜は、透明性、紫外線に対する安定性、つ
まり黄ばまない、および－７０℃から１５０℃までの高い耐温度性（スクリーン印刷６０
℃および捺染１４０℃）を有し、安価で、安全に使用できる膜である。エチルセルロース
自体は水に溶解しないが、エタノールのような溶剤によって溶解可能になる。
【００１２】
　本発明の一目的に従って、溶剤はアルコールである。本発明の一目的に従って、溶剤は
エタノールである。エタノールは可能な限りまたは完全に無水であることが好ましい。ア
ルコールは多様な化合物に対して良好な溶剤である。エタノールは、マトリックスを非毒
性にするため、安全に使用できる。エタノール自体はほぼ無臭であり、技術的には容易に
気化させることができる。どのような溶剤および膜形成剤を選択するかは、求める機能性
化合物によって決められる。溶剤／膜形成剤のなかには、非常に多様な化合物に対して使
用可能な溶剤／膜形成剤もある。溶剤としてエタノール、膜形成剤としてエチルセルロー
ス、という組み合わせが好ましい。
【００１３】
　本発明の一目的に従って、少なくともひとつの香気を機能性化合物としてマトリックス
に備える。香気は、多種多様である。どのような溶剤および膜形成剤を選択するかは、求
める香気によって決められる。溶剤／膜形成剤のなかには、非常に多様な化合物に対して
使用可能な溶剤／膜形成剤もある。本発明の一目的に従って、香気はアレルギー検査済み
である、および／または、香気にさらされるものに対してアレルギー、過敏症、光に対す
る過敏症、または一般的な刺激を引き起こさない。そのような製品は、様々な用途におい
て安全に使用できる。香気は食品への使用にも適していることが好ましい。
【００１４】
　本発明の一目的に従って、少なくともひとつの脱臭剤、忌避剤、誘引剤または殺虫殺鼠
剤、風味付与剤または風味調節剤を機能性化合物としてマトリックスに備える。このよう



(7) JP 2016-523292 A 2016.8.8

10

20

30

40

50

な適用は、例えば製品処理、調査もしくは漁業／狩猟、または、昆虫もしくは齧歯動物の
殺生もしくは誘引のために使用することができる。同じ製品において誘引剤および殺虫殺
鼠剤を混合することも可能である。それでもなお、同時に、一部の動物を忌避し、他の動
物を誘引する製品を製造することができる。
【００１５】
　本発明の一目的に従って、マトリックスは少なくともひとつの粘度調節剤を備える。こ
れにより、本発明の用途が広がる。なぜならば、添加可能にするためにマトリックスおよ
び付加対象の機能性化合物が一定の粘度を有する必要がある場合においても、このマトリ
ックスが使用可能になるからである。粘度は、多くの方法／化合物により個々に調節する
ことができる。本発明の一目的に従って、粘度調節剤は珪酸塩化合物である。珪酸塩化合
物は、製品の粘度を変化させる。また、珪酸塩化合物は、香気性化合物の溶液に対する結
合性をさらに高めることもある。異なる目的に対して、異なる珪酸塩化合物を使用するこ
とができる。
【００１６】
　本発明の一目的に従って、オフセット技術、スクリーン印刷、フレキソ印刷技術、イン
クジェット／デジタル印刷技術、タンポ印刷技術、グラビア印刷、凸版印刷、輪転印刷、
スプレー法、ミスト法、ディッピング法を含む群から選択される方法により、機能性化合
物を備える製品に含まれるマトリックスを前記製品に印刷する、またはその他の方法で添
加する。
【００１７】
　本発明の一目的に従って、少なくともひとつの印刷剤をマトリックスに備える。マトリ
ックスを、例えば水性ワニスまたは溶剤型ワニスなど、異なる印刷技術に付加することも
できる。製品は非常に多種多様である。例えば、製品の初期処理または最終製品の最終処
理において使用される製品とすることができる。または混合の印刷技術において使用する
こともできる。この化合物はとりわけ正確に添加することが可能であり、その処理作業は
、香気性化合物自体においても、またその他全てにおいても、現行の要件に応じて調整す
ることができる。製品への印刷は非常に容易であり、技術的にも単純な解決策である。印
刷には別個の設備は不要だが、それでもなお、一般的な印刷において得られる、印刷技術
に関する非常に大きな利点が同様に得られる。
【００１８】
　したがって、化合物を付加することは技術的に効率がよい。同時に、経済的に妥当であ
る。例えば、この方法でシャツを製造した後、そのシャツに所望のデザインや色を印刷す
ることができる。よって、この新規の方法は、この観点においても、既知技術と比較して
実質的な利点をもたらす。
【００１９】
　本発明の一目的に従って、香気性化合物を備える製造品は、例えば次に示す群に属する
製品として使用することができる。すなわち、繊維製品、例えば繊維、ファブリック、フ
ェルト、綿、アクセサリー、汗止めバンド、リストバンド、布切れ、ズボン、シャツ、帽
子、ビーニー帽、ヘッドギア、旅行かばん、バッグ、厚紙製ビール用コースター、厚紙の
絵、販売棚、収納箱、ディスプレイ箱、冊子およびカタログ、アルバム、フォルダ、携帯
電話、テーブル棚、フロア棚、プライスウォブラー（ｐｒｉｃｅ　ｗｏｂｂｌｅｒ）、製
品箱、包装材料、ケーシング、パック、チラシ、カレンダー、定規、ディスプレイ、容器
、ディスペンサ、コースター、名刺、用紙、封筒、カタログ、デスクマット、プラスチッ
クフォルダ、ブリーフケース、ポーチ、背景広告、製品情報カード、テーブルクロス、テ
ーブルトーカー（ｔａｂｌｅ　ｔａｌｋｅｒ）、箱、または、販売促進、マーケティング
、もしくはダイレクトメール用に作られた他の手段もしくは製品。製品は半完成品でも完
成品でもよく、また、例えば販売およびマーケティング向けのものでも、消費者向けのも
のでもよい。
【００２０】
　本発明の一目的に従って、少なくともひとつの印刷剤は、溶剤ワニス、保護ワニス、無
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色ワニス、透明ワニス、不透明ワニス、有色ワニス、印刷ワニス、紙ワニス、繊維ワニス
、オフセットワニス、分散型ワニス、紫外線ワニスを含む群のうちいずれかのワニスであ
る。ワニスを印刷剤として使用することは特に好ましい。なぜならば、それにより、機能
性化合物／マトリックスを多様な製品に付加することを技術的にも経済的にも可能にする
からである。本発明の一目的に従って、少なくともひとつの印刷剤は、印刷用インクまた
は接着剤である。これにより、より多くの方法で機能性化合物／マトリックスを付加する
ことが可能になる。また、機能性化合物の放出の強度および期間に影響を与えることが可
能になる。本発明の一目的に従って、少なくともひとつの印刷剤は、デジタル印刷におい
て使用される溶剤型、水性、および／または樹脂系の印刷剤である。これは、非常に重要
な適用である。なぜならば、印刷技術の重要分野において香気などの機能性化合物を付加
することが可能になるからである。
【００２１】
　本発明の一目的に従って、スプレーガスキャリアやミストキャリアなど、少なくともひ
とつのキャリアがマトリックスに備えられている。キャリアにより、印刷技術を利用せず
に、機能性化合物／マトリックスを繊維または厚紙に添加することが可能になる。また、
１または２ヶ月毎など、一定の間隔で所望の処理を繰り返すことを容易にする。
【００２２】
　本発明の一目的に従って、マトリックス／製品から溶剤を気化する。気化処理は、受動
的にまたは能動的に行うことができる。そして、膜がマトリックス上に形成され、好まし
くは別個の活性化処理無しで、機能性化合物の放出を制御する。本発明の一目的に従って
、製品は印刷後オーブンに入れられる。これにより、一般的に気化／乾燥および製造を加
速する。また、これにより製品の管理容易性を高める。
【００２３】
　本発明の一目的に従って、マトリックスには、キャリアを混合するおよび結合するため
に結合剤として界面活性剤も備えられている。界面活性剤は、好ましくはアニオン系界面
活性剤である。界面活性剤は、好ましくはラウリル硫酸ナトリウム（ＳＤＳ）である。Ｓ
ＤＳの含有率は、例えば０．５から２％（重量／体積）としてもよく、例えば０．８％（
重量／体積）を超える、または１％（重量／体積）を超える含有率が好ましい。
【００２４】
　本発明の一目的に従って、促進剤をマトリックスに付加し、香気性化合物の結合性を高
める。これにより、この方法が確実になり、調整および強化され、最適になる。
製品の基材は、例えば、紙、ボール紙、厚紙、木製品、プラスチック、ゴム、金属、ガラ
ス、セラミック製品、繊維を含む群から選択することができる。本発明の一目的に従って
、製品は繊維製品であり、好ましくは、例えば繊維である。この方法は、例えば、繊維の
印刷に特に好適である。本発明の一目的に従って、その他の印刷技術により、少なくとも
ひとつの印刷用インク、接着剤、およびワニスも製品の基材に印刷する。よって、この方
法は多様な用途に対して非常に便利である。
【００２５】
　既知の技術と比較して、この方法により製造された製品は、製品における化合物の量を
容易かつ正確に制御することができるという特別な利点を有する。さらに、この印刷方法
は、化合物の放出に対する制御を可能にするという利点をもたらす。一例として、スクリ
ーン印刷により香気が印刷用インクに印刷された後、通気性ワニスが部分的に塗布された
製品を製造することが可能である。香気は製品から長期間にわたって放出される。香気を
表面ワニスと組み合わせて製品に印刷することにより、相対的により早く、より高濃度な
香気を放出することができる。
【００２６】
　香気は、知覚可能または測定可能な、少なくとも幾らかの臭気を生じさせるいかなる物
質、化合物または混合物でもよい。香気は、物質、化合物、または混合物をひとつのみ備
えてもよく、２以上の物質、化合物、および／または混合物を異なる割合で備えてもよい
。また、香気は、臭気を引き起こす物質、化合物および／または混合物を１以上備える植
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物またはその一部でもよい。また、香気は、例えば植物エキスであってもよい。本願にお
いて香気とは、主に、または少なくとも部分的に、この香気を引き起こす化合物のことを
いう。しかし、香気は多種多様である。例えば、リンゴの香気は、酸っぱいリンゴの香気
や甘いリンゴの香気があり、パンの香気にも多様な香気がある。
【００２７】
　本発明の一目的に従って、印刷技術により印刷された製品、またはその他の方法で化合
物を添加した製品には、ブライユ点字技術またはその他の等価技術によるエンボス文字な
ど、陽刻、くぼみ、穿孔が備えられる。好ましくは、これにより、例えば盲人および視覚
障害者のための組み合わせを提供する。好ましくは、製品が例えば暗がりで扱われる場合
にも有用である。
【００２８】
　本発明の一目的に従って、香気は１以上の香気性有機化合物を備える。これにより、本
発明をより幅広く適用することが可能になる。
一例として、香気性有機化合物を用いることにより、用いない場合には香気の原材料レベ
ルで生成しなければならない香気の組み合わせを生成することができる。例えば、バニラ
の香気を生タバコの香気と組み合わせることで、バニラ味の葉巻に似た組み合わせが得ら
れる。本発明の一目的に従って、香気は１以上の香気性無機化合物を備える。これにより
、本発明をさらに幅広く適用することが可能になる。
【００２９】
　本発明の一目的に従って、少なくともひとつのインクは、紙インク、プラスチックイン
ク、繊維インク、紫外線インクを含む群から選択する。紙インクは、溶剤型でも水性でも
よい。また、艶消し仕上げインクや艶出し仕上げインクなど、光沢度が異なるインクを使
用することが可能である。また、例えば宝くじに使用されるスクラッチインク、光を吸収
し暗がりで光る蛍光インク、または光反射インクを使用することも可能である。本実施の
形態は、例えば、疑似餌のコーティングの製造、香り付き発光タグ、または動物が避けた
がる人間の匂いを遮るための香気性狩猟ベストなど、同時に色と匂いの両方によって引き
付けることが望まれる場合に有用である。
【００３０】
　基本的に、全てのプラスチックインクが溶剤型である。プラスチックインクは、艶消し
でも艶出しでもよい。また、例えば、２成分プラスチックインクを金属表面に使用するこ
とも可能である。また、顔料、または、色を和らげるために用いる、およびまたはベース
カラーとして用いるベースペーストインクを、プラスチックインクから選択してもよい。
繊維インクは、通常プラスチゾル、１または２成分および水性系のインクに分けられる。
また、種類の異なる不透明インク、蛍光インクおよびシンナーを使用することが可能であ
る。
【００３１】
　本発明は、紫外線乾燥インクを利用することもできる。紫外線乾燥インクは、紫外線に
さらされなければ乾燥しないという点以外では、他のインクと同等である。
インクは印刷工場にて混合してもよく、印刷工場が一定の濃淡を有するインクをインク供
給元に直接注文してもよい。
【００３２】
　本発明の一目的に従って、以下に示す群から選択する１以上の香気性化合物を付加する
。
・タール水またはピットタール（ｐｉｔ　ｔａｒ）など、タール製品の香気
・煙突のないサウナまたはタールの煙など、煙の香気
・コーヒー、ココア、お茶、蜂蜜酒、ワイン、またはビールなど、飲み物の香気
・ミントまたはカバノキなど、植物の香気
・ニンニク、黒胡椒または白胡椒など、香辛料の香気
・リンゴなど、果物の香気
・バラまたはスズランなど、花の香気
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・パン、バン（ｂｕｎ）、燻製肉、燻製魚など、食品の香気
・馬など、動物の香気
・ラズベリーなど、ベリーの香気
　本発明は、多数の異なる目的に対する幅広い適用可能性を有する。これにより、本発明
の有用性をより高める。
【００３３】
発明の概要
紙および繊維ワニスへの香気性化合物の配合
使用された化学薬品は以下のとおりである。
Ｐ（ワニス）：Ａｑｕａｃｏｌｏｒ　Ｇｌｏｓｓ　ＷＢ３８１（セリコール社）
Ｔｘｔ（ワニス）：Ｔｅｘｏｐａｑｕｅ　ＯＰ００Ａ（セリコール社）
乳化剤：
ドデシル硫酸ナトリウム　ＳＤＳ（シグマ社）
モンタノックス２０およびモンタノックス８０（Ｓｅｐｐｉｃ社、食品等級）
アミデットＮ（花王社）
レオロジー改質剤：
アエロジル２００（エボニック社）
アエロジルＣＯＫ　８４（エボニック社）
Ｓｙｌｏｔｈｉｘ　５１（ＪＲＳ社）
【００３４】
香気：
パルファム　カフェラッテ（Ｈｏｌｌａｎｄ　Ａｒｏｍａｔｉｃｓ社）
パルファム　野イチゴ（Ｈｏｌｌａｎｄ　Ａｒｏｍａｔｉｃｓ社）
パルファム　リンゴ（Ｈｏｌｌａｎｄ　Ａｒｏｍａｔｉｃｓ社）
膜形成剤：
アクアロンＥＣ　Ｎ１０（Ｈｅｒｃｕｌｅｓ社、製薬等級）
ナトロソル２５０　ＨＲ（Ａｓｈｌａｎｄ社、製薬等級）
ベネセルＡ４Ｃ（Ａｓｈｌａｎｄ社、製薬等級）
【００３５】
計測装置
計測器、水槽および緩衝液は検量され、品質管理された。
・ＤＶ－ＩＩ＋モデルのブルックフィールド粘度計（動的）
・温度制御された水槽、ユラボ社
・ｐＨメータ　Ｐｈｅｎｏｍｅｎａｌ、ＶＷＲ社
・ｐＨ４、７および１１の緩衝液、ＡＶＳ　Ｔｉｔｒｉｎｏｒｍ　ＢＤＨ　Ｐｒｏｌａｂ
ｏ社
・ＧＣダブルコロン質量分析ヘッドスペース技術
・アジレント　５９７３　Ｎ　ＭＳ‐ＧＣ
・パージ・トラップ濃縮器
【００３６】
製法（ＫＡ芳香）：
Ｐ‐　７０重量％のＰ（紙ワニス）
・３０重量％の以下に示す混合物
・９０重量％の香気
・１０重量％のＳＤＳ（２０重量％の水溶液）
Ｔ‐　７０重量％のＴ（繊維）
・３０重量％の香気
初期検査結果：
・香気は水およびワニスＰに対する溶解性が低かった。
・紙および繊維両方を対象としたセリコール社の製品群からのワニスを使用した検査では
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、香気はワニスに直接溶解した。
・Ｐは、うち１０重量％が気化性で、そのうち１０重量％が可燃性１‐メトキシ‐２‐プ
ロパノールおよび水である溶剤を備えた。
・Ｔは、うち２０～２５重量％がグザイ分類されたマレイン酸ビス（２‐エチルヘキシル
）である低速気化性溶剤を備え、また、触媒として少量の合成亜鉛トールオイル脂肪酸塩
化アルミニウム誘導体を備える。
・ワニスＰに乳化するために必要となる乳化剤の量は、香気によって異なることが観察さ
れた。
Ｔｒラウリル版は安定性がなかったが、粘度は１００，０００から２００，０００ＭＰａ
ｓ（２５℃）の間で変動することが観察された。
例えば、ラッテの香気では、その色により安定性が観察された。
【００３７】
Ｐｒ：
・７００ｇのＰ
・２５０ｇのラッテ
・５０ｇ（２０重量％のＳＤＳ水溶液）
Ｔｒ：
・上記溶液に２重量％のアエロジル２００を加えたもの
粘度（ｍＰａｓ、２５℃）：
・Ｐ　初期１２，６００
・Ｐｒ混合物　最終１１，８００
・Ｔ　初期１６，８００
・Ｔｒ混合物　１９，２００
・Ｔｒ混合物　最終１００，０００～２００，０００
ｐＨ値：
・６～７の弱酸性香気あり
・ＳＤＳ　９．４
・ＰおよびＴ　７
・Ｐｒ　７
・Ｔｒ混合物　５
・ラッテ＋ＳＤＳ　３．３～３．４　ＳＤＳが沈殿、ゼリー状、数日後に反応。
・イチゴ＋ＳＤＳ　４．４
・リンゴ＋ＳＤＳ　４．９
【００３８】
乳化剤
　ＮＤＳはアニオン系乳化剤である。ＮＤＳおよび香気から放出される陽子は、溶液の塩
濃度を高め、溶解度平衡に影響を与える。ＮＤＳは非イオン性乳化剤に置き換えられた。
ポリソルベート２０（モンタノックス２０）および、より油溶性の高いポリソルベート８
０（モンタノックス８０）‐どちらも液状では取り扱いが容易‐が検査された。アミデッ
トＮ（ＰＥＧ‐２菜種油アミド誘導体）も検査された。その結果、すべての乳化剤が、不
安定な香気依存性を有する乳剤であることが示された。
【００３９】
膜形成剤：
　非イオン性であり、その他適切な特性を有する親水コロイドが、膜形成剤として選択さ
れた（香気のプロトン化）。水に溶解するＨＥＣ（ナトロソル２５０　ＨＲ）および、水
ならびに部分的に溶剤に溶解するＨＰＭＣ（ベネセルＡ４Ｃ）。これらは医薬品化学にお
けるマトリックス放出剤として一般的に使用される。
・ナトロソル２５０　ＨＲ（１重量％の水溶液）ｐＨ値　７．５　
粘度２，９００ｍＰａｓ（２５℃）
・ベネセルＡ４Ｃ（１重量％の水溶液）ｐＨ値　７．４
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粘度６０ｍＰａｓ（２５℃）
【００４０】
レオロジー改質剤
　レオロジー改質剤としては、極性環境において高い抵抗を示すアエロジル２００（ヒュ
ームドシリカ）やアエロジルＣＯＫ　８４（石英およびアルミニウムの溶解混合物）、ま
た、Ｓｙｌｏｔｈｉｘ　５２（ポリエチレン繊維からなる）が挙げられる。
ＰｒおよびＴｒの混合物は膜形成剤とあわせて作成された。
・Ｐｒ＋１重量％のナトロソル２５０　ＨＲ、粘度２１７，０００ｍＰａｓおよびｐＨ値
７
・Ｐｒ＋１重量％のベネセルＡ４Ｃ、粘度１２０，０００ｍＰａｓおよびｐＨ値７
・Ｔｒ＋１重量％のベネセルＡ４Ｃ＋２％のアエロジル２００、粘度２６０，０００ｍＰ
ａｓおよびｐＨ値５
・Ｔｒ＋１重量％のナトロソル２５０　ＨＲ、粘度１４，０００ｍＰａｓおよびｐＨ値５
【００４１】
　結果
→水中での香気のプロトン化度にはばらつきがある。
→ＮＤＳがアニオン系乳化剤の場合、安定性の問題が様々な香気において生じた。→非イ
オン性乳化剤　ナトロソル２５０　ＨＲおよびベネセルＡ４Ｃ
→ナトロソル２５０　ＨＲおよびベネセルＡ４Ｃは、ＳＤＳ水溶液を備えるＴｒに溶解し
、必要なアエロジル２００の量は半減する。
→ナトロソル２５０　ＨＲとベネセルＡ４ＣとのＰｒ溶液は過剰な粘度を有する。→香気
はワニスの安定性混合物に乳化できず付加できない。
Ｔｉの混合物は乳化剤無しで作成された（７０／３０＝ワニスＴ／香気）。
・２１０ｇのＴ
・９０ｇのラッテ
混合物の初期粘度　１５，０００ｍＰａｓ
Ｔｉ＋２重量％のアエロジル（６ｇ）→最終粘度１５０，０００ｍＰａs
Ｔｉ＋３重量％のアエロジル（９ｇ）→最終粘度８０，０００ｍＰａｓ
Ｔｒ＋１重量％のナトロソル２５０　ＨＲ、粘度１８，０００ｍＰａｓ
Ｔｒ＋１重量％のナトロソル２５０　ＨＲ＋３重量％のアエロジル２００、粘度１２０，
０００～１７０，０００ｍＰａｓ（セイル）（ｓａｉｌｓ）
Ｔｉ＋１重量％のベネセルＡ４Ｃ、粘度１７，０００ｍＰａｓ
Ｔｉ＋１重量％のベネセルＡ４Ｃ＋３重量％のアエロジル２００、粘度１７０，０００ｍ
Ｐａｓ
【００４２】
結果
→ベネセルＡ４Ｃは、繊維ワニスに対して水乳化剤無しでも膜形成剤として使用すること
ができる。
抽出の利用
水性相および溶媒相の両方において香気を完全に溶解する溶剤を必要とした。
・溶剤は一般的に入手可能で、安価および安全なものでなくてはならない（毒物の性質が
既知のもの）。
・溶剤は「無臭」でなくてはならない。
・溶剤はマトリックスから気化できなければならない。
・溶剤は溶液において膜形成剤を均質に保たなければならない。
・浸透性膜構造を、溶剤が気化する間に形成しなければならない。
・膜が形成される薬剤は、膜形成剤に溶解可能でなければならない。
・膜形成剤は一般的に入手可能で、安価および安全なものでなくてはならない（毒物の性
質が既知のもの）
直鎖アルコールおよび分岐アルコールの両方が検査された。
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均質溶液Ｐｆが作成された。
・６８．３重量％のＰ
・２２．９重量％の香気
・８．２重量％のエタノール（Ｉｎｄｕｓｔｏｌ）
・０．６１重量％のＮ１０ＰＨ
・Ａ１２、すなわちより純度の高いアルコール、も使用することができる（より無臭であ
り、異なる苦み成分を有する）。分岐アルコール（２‐プロパノールなど）を使用しても
機能するが、より強い刺激臭を有し、３倍の量が必要となる。
・エチルセルロース（Ｎ１０．ＰＨ）は水に溶解しないが、アルコールによって溶解可能
になる。エチルセルロースは、恒久性を有する膜を形成し、その膜は、透明性、紫外線に
対する安定性、つまり黄ばまない、および－７０℃から１５０℃までの耐温度性（スクリ
ーン印刷６０℃および捺染１４０℃）を有し、安価で安全な膜である。
【００４３】
Ｔｆ：
均質溶液Ｔｆが、Ｐｆと同じ方法で作成された。
・６８．３重量％のＴ
・２２．９重量％の香気
・８．２重量％のエタノール（Ｉｎｄｕｓｔｏｌ）
・０．６１重量％のＮ１０ＰＨ
必要であれば、エタノールの含有率を５．９重量％に低減してもよい（ワニスは溶剤を備
える）。
溶液Ｔｆを増粘した。
・アエロジル２００の粘度は増加しない。例えば、２重量％、５３，０００ｍＰａｓ（２
５℃）
・Ｓｙｌｏｔｈｉｘ　５１、４重量％、４０，０００ｍＰａｓ（２５℃、粒状になる）
→極性環境では機能しない。
→アエロジルＣＯＫ　８４　イオン環境用の酸化ケイ素アルミニウム
・増粘したＴｆ、３．７重量％、１３０，０００ｍＰａｓ（２５℃）
なお、香気は少量のアルコールでＰに完全に溶解できる。これにより、香気をワニスに濃
縮させることができる。
・６８．３重量％のＰ
・２９．３重量％の香気（ラッテ）
・２．４重量％のエタノール
香気（ラッテ）は繊維ワニスに４０％の量で濃縮させることができる。
・６０．０重量％のＴ
・４０．０重量％の香気（ラッテ）
【００４４】
紙ワニスおよび繊維ワニスには、以下の混合物が使用できる。
・２２．９重量％の香気
・８．２重量％のエタノール（Ｉｎｄｕｓｔｏｌ）
・０．６１重量％のＮ１０ＰＨ
紙ワニス
・６８．３重量％のＰ
以下の簡易混合物
・７２．３重量％の香気
・２５．８重量％のエタノール
・１．９２重量％のＮ１０ＰＨ
を３１．７重量％の量で紙ワニスと混合する。
【００４５】
繊維ワニス
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・６８．３重量％のＴおよび３．７重量％のアエロジルＣＯＫ　８４による増粘剤
以下の簡易混合物
・７２．３重量％の香気
・２５．８重量％のエタノール
・１．９２重量％のＮ１０ＰＨ
を３１．７重量％の量で繊維ワニスと混合し、３．７重量％のアエロジルＣＯＫ　８４で
増粘する。
　紙ワニスおよび繊維ワニスにおけるＮ１０ＰＨの含有率は、アルコールが気化すると０
．８２重量％になる（初期は０．６１重量％）。
【００４６】
印刷および分析
　印刷および分析のために溶液が作成された（重量はグラムで表わされる）。
Ｐ１　Ｐ２　Ｐ３：
Ｐ（ワニス）　１０２．４５　１０２．４５　１０２．４５
ラッテ‐３４．３５　３４．３５
Ｉｎｄｕｓｔｏｌ　１２．４０　１２．３０　１２．３０
Ｎ１０ＰＨ　０．９２　－　０．９２
【００４７】
　これらをボール紙（のコーティングされている面）に対して２０１３／４／３のスクリ
ーン印刷（スクリーン：６０ヤーン／平方センチメートル、５０℃）により印刷した。印
刷順は、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３であった。オーブンから取り出した後、Ａ４サイズの製品を乾
燥し、１ｃｍ×４ｃｍの細片に切断した。そして細片を気密バイアルに挿入した。ラッテ
の香気は標準のものであり、Ｐ１はマトリックスであった。均質混合物を得るには、サン
プルＰ２およびＰ３においてよりも、マトリックスにおいてＩｎｄｕｓｔｏｌを０．１ｇ
多く使用しなければならなかった。２つの平行測定を行った。０～４週間にわたって、ヘ
ッドスペースＧＣ－ＭＳ技術により、香気の放出に関してサンプルを分析した。サンプル
を３０℃で１０分間加熱し、ヘリウムの流れにより成分をＴｅｎａｘトラップに集めた。
そして、成分をＴｅｎａｘトラップから低温トラップ（液体窒素、－１２０℃）に脱着し
た。サンプルは、無臭で換気の良い場所にて、室温で保管された。
【００４８】
　重要な香気剤は、３‐カレン（結合した六員環および三員環）、ｄ－リモネン（六員環
）、インダン（結合した芳香族六員環および五員環）、直鎖型のアルデヒドオクタナール
および１‐メトキシ‐２‐プロパノール溶剤であった。
【００４９】
結果および結論
　選択した膜形成技術では功を奏する。これらの製法は、ボール紙および紙ワニス両方の
用途において、均質および有用である。膜を通した分子の転移は分子の構造に依存するた
め、厳密には香気がどのようにして膜を通して気化するかを判定することは不可能である
。膜無しのサンプルと比較して、膜有りでは明らかに気化度が低かった。将来的には、既
知の香気性化合物のいずれもが、持続期間（ピークの位置）および含有率（ピークの範囲
）を判定しやすいマーカーになり得る。異物混入のリスクは回避すべきである。なぜなら
ば、例えば柑橘系化合物は、手洗い洗剤や汎用洗剤など、複数の異なる洗剤においてよく
使用されるからである。研究期間が長くなると、器具調整および異物混入の両方の面で課
題がある。
【００５０】
　膜無しのサンプルにおけるＤ‐リモネンの量は２週間で０．５１％に減少し、膜有りの
サンプルにおけるＤ‐リモネンの量は２０．８％であった。よって膜により拡散速度が８
６％（０週目）および７９％（２週目）相対的に低下した。なお、各物質は特徴的香気閾
値も有する。Ｄ‐リモネンの閾値は２００ｐｐｂである。
３‐カレンの拡散速度は５１％低下した（０週目）。
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インダンの拡散速度は３２％低下した（０週目）。
オクタナールの拡散速度は３６％低下した（０週目）。
溶剤の拡散速度は４３％低下した（０週目および２週目）。
膜厚を増加させることで、拡散速度をさらに低下させることができる。研究により、マー
カーを用いて膜形成剤の量を最適化するための良好な根拠が得られる。
【００５１】
　以下の特徴を有する製品／マトリックスを得る。
・標準化されている
・異なる複数の香気に対して適用可能である
・異なる複数の印刷技術に対して適用可能である
・商業的かつ製品的に安全な方法で販売可能である
【００５２】
オフセットワニスおよび香気の化合
　紙ワニスおよび繊維ワニスに対する香気プロジェクト（２０１３／５／２７）から得ら
れた結果の、オフセット技術に対する適用性を検討した。
　使用された化学薬品は以下のとおりである。
オフセット（ワニス　Ｏ）：Ｎｏｖａｃｏａｔ　４０６０（ＦｌｉｎｔＧｒｏｕｐ社）
香気：パルファム　リンゴ（Ｈｏｌｌａｎｄ　Ａｒｏｍａｔｉｃｓ社）
膜形成剤：アクアロンＥＣ　Ｎ１０（Ｈｅｒｃｕｌｅｓ社、製薬等級）
【００５３】
計測装置
計測器、水槽および緩衝液は検量され、品質管理された。
・ＤＶ‐ＩＩ＋モデルのブルックフィールド粘度計
・温度制御された水槽、ユラボ社
・ｐＨメータ　Ｐｈｅｎｏｍｅｎａｌ、ＶＷＲ社
・ｐＨ４、７および１１の緩衝液、ＡＶＳ　Ｔｉｔｒｉｎｏｒｍ　ＢＤＨ、Ｐｒｏｌａｂ
ｏ社
【００５４】
概要
・Ｏは、１０～２０％の軽パラフィン溶剤を含む油性ワニスである。
・ワニスは、触媒として２‐エチルヘキサン酸コバルトも備える。
・Ｏは、酸化反応を通して乾燥する。
・Ｏの運動粘度は７ｃＳｔ（４０℃）である。
【００５５】
結果
　香気は、アルコール無しでも５６重量％の量でオフセットワニスに濃縮させることがで
きた。繊維ワニスおよびオフセットワニスは、香気をワニスに直接溶解可能にする溶剤を
備える。
【００５６】
動的粘度（ｍＰａｓ、２５℃）およびｐＨ値
・Ｏ：５６，０００ｍＰａｓ／ｐＨ値　６．０
・混合物：２５，５００ｍＰａｓ／ｐＨ値　６．２
・６８．３重量％
・２２．９重量％の香気
・８．２重量％のエタノール
・０．６１重量％のＮ１０ＰＨ
【００５７】
　混合物を以下のもので作成した。
・２２．９重量％の香気
・８．２重量％のエタノール
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・０．６１重量％のＮ１０ＰＨ
これをオフセットワニスと混合した。
・６８．３重量％
　すなわち、以下のもので作成した簡易混合物
・７２．３重量％の香気
・２５．８重量％のエタノール
・１．９２重量％のＮ１０ＰＨ
を３１．７重量％のオフセットワニスと混合した。
【００５８】
　アルコールが気化した後の、オフセットワニスにおけるＮ１０ＰＨの含有率は０．８２
重量％である（初期は０．６１重量％）。混合物は完全に均質である。紙ワニス、繊維ワ
ニス、およびオフセットワニスのマトリックスは一様に適用可能である。
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